
報道機関の皆さんへお知らせ 

報道発表資料の配付日時 12 月５日（金）10 時 00 分  

標 題 令和７年度（第 72 回）渡島青年農業者実績発表大会の開催について 

日 時 令和７年（2025 年）12月 10 日（水） 14 時 00 分～17時 00 分 

場 所 大中山コモン（亀田郡七飯町大中山 3 丁目 275 番 2 号） 

内 容 

１ 目 的 

農業経営及び技術の改善などで顕著な成果を収めている青年農業者の 

活動実績を発表するとともに、参加者全員が研究討議などを行って交流し、

今後の渡島農業の発展に資することを目的とする。 

 

２ 内 容 

（１）プロジェクト発表 

  営農における課題解決のための実践活動などを発表する。 

 〇発表予定 

  園芸・特産作物部門：３名、地域活動部門：１名 

（２）アグリメッセージ 

  青年農業者が自らの体験や日頃考えていること等を発表し、参加者 

全員で青年農業者の果たす役割など幅広く意見交換を行う。 

 〇発表予定 

  １名 

（３）表彰 

  プロジェクト発表の最優秀賞１名、優秀賞２名及び、アグリメッセージ

の最優秀賞１名を決定、表彰するとともに、全道大会となる「北海道青年

農業者会議」（R8.1.29～30）における渡島管内代表発表者の選考を行いま

す。 

取材に当たっ

て の お 願 い 

 

連 絡 先 
渡島総合振興局産業振興部農務課（担当者：稲葉） 

ＴＥＬ：0138-47-9064 

 

配布形式  電子☑・紙□ 渡島総合振興局 ＨＰ掲載  有□・無☑ 

 



令和７年度（2025 年度）(第 72 回)渡島青年農業者実績発表大会開催要領 

 

１ 目 的 

  農業経営及び農家生活の改善などに顕著な成果を収めている青年農業者の実績を広く

発表するとともに、参加者全員が相互に貴重な体験の交換や研究討議などを行って、今

後の渡島農業の発展に資することを目的とする。 

 

２ 開催日時・場所 

 (1) 日 時 令和７年（2025年）12月10日(水)14時00分～17時00分 

 (2) 場 所 大中山コモン 大ホール（亀田郡七飯町大中山3丁目275番2号） 

  

３ 主 催 

    渡島４Ｈクラブ連絡協議会、北海道渡島総合振興局 

 

４ 日 程（発表数によっては開始時間を変更） 

    時   間       内       容 

１３：３０～１４：００  受 付 

１４：００～１４：１５  開会式 

 （開会宣言、綱領朗唱、大会長挨拶、渡連会長挨拶、 

 審査員紹介） 

１４：１５～１５：１５ プロジェクト発表 

 （園芸・特産作物、土地利用型作物、畜産経営、 

地域活動の４部門） 

１５：１５～１５：２５ 休憩 

１５：２５～１５：４０  アグリメッセージ 

１５：４０～１５：５０ 休憩 

１５：５０～１６：２０  各青年組織活動報告及びリーダー研修会報告 

（別室審査員協議） 

１６：２０～１６：３０ 休憩 

１６：３０～１７：００  閉会式 

 （審査発表及び講評、表彰式、閉会宣言） 

５ プロジェクト発表及びアグリメッセージ 

 (1) プロジェクト発表 

    課題を解決していく行動の課程(課題解決の目標を定める、目標を達成する計画を立

てる、計画どおり実践する、結果の反省・考査を行う)について、青年農業者が発表す

る。 

   ４部門を設け、内容に沿って発表者が部門を選択するものとし、内容については別紙

のとおりとする。 

 



 (2) アグリメッセージ 

   青年農業者が、日頃から取り組んでいる農業経営、地域活動、クラブ活動、ボランテ

ィア活動等の体験を通じて感じていることや青年農業者として果たす役割などについ

て、自身の意見を発表する。 

 (3) 発表者 

      農業及び農家生活について実践活動を行っている青少年とする。 

 (4) 発表要領 

  ① プロジェクト発表 

   ア 発表時間は１部門１０分とし、その後質疑応答５分間とする。発表経過時間が８

分で１鈴、１０分で２鈴とする。発表時間が１２分を経過した場合はベルで合図し、

発表を打ち切りとする（減点は下表のとおりとし、質疑応答も含めて１５分で打ち

切りとする）。 

発表時間 減点等（審査員ごと） 

９分３０秒未満 — ５点 

９分３０秒～１０分３０秒 減点なし 

１０分３１秒～１１分００秒 — ５点 

１１分０１秒～１１分３０秒 — ７点 

１１分３１秒～１２分００秒 — ９点 

１２分０１秒以上 — １１点及び発表打ち切り 

 

   イ 発表でスライドを用いる場合は発表者１人につき１名の補助者を設けること。 

   ウ なお、実物（演示物）を使用しての発表は認められないので、発表の方法につい

ては工夫すること（例：実物を写真に写すなどしてデータ化し、Power Pointでま

とめる等）。 

   エ 発表時間を把握できるものを持ち込まないこと。 

   オ 発表者の服装は清潔感があるものとする。 

   カ 動画の使用は１００ＭＢ規定容量内とし、長さはトータル１分程度以内とする。 

     音声の使用は認めない。 

   キ 審査員への試飲食は禁止とする。 

   ク 発表者は図表・写真などを活用して効率よく発表を行う。また、発表に関する配

布資料（Ａ４サイズ）は最小限にとどめ、令和７年（2025年）12月２日（火）まで

に農業改良普及センターを通じて以下のフォルダに保存すること。 
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  ② アグリメッセージ 

   ア 発表時間は１人７分とし、発表経過時間が６分で１鈴、７分で２鈴とする。発表

時間が８分を経過した場合はベルで合図し、発表を打ち切りとする（減点は下表の

とおりとし、質疑応答も含めて１０分で打ち切りとする）。 

     発表者の服装は、スーツ又は主張する意見の内容にあったものとする。 

発表時間 減点等（審査員ごと） 

６分３０秒未満 — ２点 

６分３１秒～７分３０秒 減点なし 

７分３１秒～８分００秒 — ５点 

８分０１秒以上 — ７点及び発表打ち切り 

 



   イ 発表でスライドを用いる場合は発表者１人につき１名の補助者を設けること。 

   ウ 発表時間を把握できるものを持ち込まないこと。 

   エ 発表は口頭のみで行うほか、口頭に加えスライドを用いての発表も認める。スラ

イドの操作は、補助者が行うこととする。 

   オ 発表はステージ上でのみ行う。演台は設置せず、主催者が用意したマイクを使用

する。 

   カ スライドの使用にあたり、動画・音声の使用は認めない。 

 (5) 発表の申し込み等 

   発表者は令和７年（2025年）11月19日（水）までに、農業改良普及センターを通じて

渡島４Ｈクラブ連絡協議会事務局(渡島総合振興局産業振興部農務課)へ別紙申込書を

メールで提出する。 

   また、パソコンを使用する場合は、ファイルは必ず事前にウィルスチェックをし、 

ファイル名に必ず発表者または団体名を入れた上、データを発表配布資料と併せて令和 

７年（2025年）12月２日（火）までに農業改良普及センターを通じて以下のフォルダに 

保存すること。 
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 (6) 審査員 

   発表内容について、学識経験者等により審査を行う。 

 (7) 表 彰 

  ① プロジェクト発表については全部門から最優秀賞を１名に、優秀賞を２名に授与、

アグリメッセージについては最優秀賞を１名に授与する。ただし、該当者がいない場

合もあり得る。 

  ② プロジェクト発表及びアグリメッセージの発表者から、令和８年（2026年）１月29

日（木）～１月30日（金）に開催される北海道青年農業者会議での発表者を選出する。

選出人数等は次のとおりとする。 

○北海道青年農業者会議のプロジェクト発表の発表者は、発表者の中から３名以内と

し審査員の協議により選出する。ただし、１つの部門につき２名までを上限とする。

（そのため、表彰者が北海道青年農業者会議の発表者とならない場合もあり得る） 

○アグリメッセージの発表者は、最優秀賞受賞者とする。 

 

６ 運 営 

 (1) 役員 

   大 会 長  渡島総合振興局産業振興部長 

   副大会長  渡島４Ｈクラブ連絡協議会会長 

 (2) 実行委員 

   渡島４Ｈクラブ連絡協議会 

(3) 事務局 

   渡島総合振興局産業振興部農務課 

   渡島農業改良普及センター 

 (4) 審査員 

    管内の農業関係機関や北海道指導農業士など、青年農業者を指導する立場にある方の

中から渡島総合振興局産業振興部農務課で選出する。 

   審 査 員 長  １名 

   審 査 員  ３名程度



別紙 

 

プロジェクト発表部門内容 

部門名 発表の概要 

園芸・特産作物  プロジェクトの視点が、飼料作物を除く作物生産の技術   

又は経営改善を中心とした取り組みであること（野菜全般、果 

樹全般、花卉等） 

土地利用型作物  プロジェクトの視点が、飼料作物を除く作物生産の技術   

又は経営改善を中心とした取り組みであること（水稲、麦、   

大豆 等） 

畜産経営  プロジェクトの視点が、畜産生産（飼料作物を含む）の    

技術又は経営改善の中心とした取り組みであること（畜産全  

般） 

地域活動  学習や地域実績活動について、グループで共同して取り   

組んだものであること又は、プロジェクトの視点が、農村生活 

の改善や農村活性化を中心とした取り組みであること（食育、 

啓発活動等） 

※複数の部門にまたがるプロジェクト課題については発表者が部門を選択するが、大会 

開催以降の変更は不可とする。 

 



番号 ４HC名 部門 発表者氏名
フ リ ガ ナ

題目 発表方法

番号 ４ＨＣ名

1 南渡島

令和７年度（第72回）渡島青年農業者実績発表大会　発表者一覧

２　アグリメッセージ

題目

私が考える担い手不足解消の一手

１　プロジェクト発表

発表者氏名
フ リ ガ ナ

小西
コニシ

　崇公
タカマサ

園芸・特産作物

園芸・特産作物

園芸・特産作物

1

岡田
オカダ

　一希
カズキ

七飯のサツマイモ パソコン

2

3

南渡島

北斗市

七飯町

パソコン

森
モリ

　悠輔
ユウスケ 長ねぎの安定生産に向けて

～バイオスティミュラント資材の活用～
パソコン

知内町から始める新たな物語
～ニラ栽培の挑戦がつなぐ地域の未来～大嶋

オオシマ

　徹
トオル

パソコン4 南渡島 地域活動 笠松
カサマツ

　勇登
ユウト

耕作放棄地を解決するのだよ
～地域内外の多様な視点から捉えた耕作放棄地問題と

景観緑肥による実践～


